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The relationships of leader communication skills and the 











　The present study explores the inﬂ uences of leader communication skills and the size of an organization 
on the perceived quality of care in care facilities for the elderly.  In particular, using a multilevel 
analysis, this study clariﬁ es whether leaders’ communication skills have a variable effect on the 
perceived quality of care, among the care facilities studied. In addition this study also investigates 
whether the size of an institution has an effect on the relationship between leader communication 
skills and the perceived quality of care. The data covering twenty-one care facilities employing three 
hundred and ﬁ fty-ﬁ ve workers was analyzed.  As a result of the data analysis, the perception that the 
communication skills of the respondents’ leaders were good had a positive inﬂ uence on the perceived 
quality of care.  However, the effects did not vary but were stable among the facilities studied. No 
moderating effects were found with reference to the size of the organization. Based on the results, 
academic and practical implications are discussed.
キーワード：リーダーコミュニケーションスキル、組織規模、ケアの質の認識、高齢者介護施設、
　　　　　　マルチレベル分析
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時間をあてている（Tourish & Hargie, 2004）こ






















































識 ( うまくケアができているという気持ち ) に肯
定的な影響を与えることが十分考えられる。また、





































































が、Thomas & Fink (1963 ) の組織規模と集団行
動との関係に関する古典的なレビュー論文によれ






設規模は、Thomas & Fink の “size”と同じ概
念で従業員数であり、組織（施設）規模がコミュ
における介護施設職員のケアの質の認識とは同じ
















































































































　東京都内 22 の高齢者介護施設 ( 同一法人を含
む ) の施設・事業所代表者（施設長など）あるい
は窓口になった職員に質問票、返信用封筒、施設
長向け説明・依頼書、職員 ( 回答者 ) 向け説明・
依頼書の一式を 2014 年 6 月に送付した。質問票







た ( 回収率 41.9%) が、1 施設は 1 名のみの回答で
あったため分析から除き、21 施設 355 人のデー
タを分析した。回答者の属性は以下のとおりであ
る：平均年齢（SD）44.26 歳 (12.87)　[ (n=282)]; 
性別：男性 100 人、女性 234 人、無回答 21 人 ;
職種：介護職 208 人、相談職 40 人、看護職 33 人、
その他 69 人、無回答 5 人。21 施設の規模（従業































 = β0 +β1×集団平均中心化LCS + u0　　・・・・（１）
レベル 2 サブモデル：　
β0 = γ00　+ γ01 ×全体平均中心化 SIZE 
　　 + γ01  × LCS 集団平均中心化 LCS + u0
β1 = γ10　+ γ11 ×全体平均中心化 SIZE 
　　 + γ12  × LCS 集団平均中心化 LCS + u0
　　・・・（２）











もにリカートタイプの 5 件法である（１[ そう思







ンスキルの独立変数 ( レベル１) には集団平均中
心化、施設規模の独立変数 ( レベル 2) には全体









て 3 分の 2 以上答えているケースに対してのみ系
列平均値代入で処理した ( それより少ない回答の
ケースは、すべてシステム欠損値とした )。その後、





有値 = 9.43 [62.85%]、 因子負荷量＝ 0.86 ～ 0.75、 
Cronbach's α = 0.96 であった。ケアの質認識の
探索的因子分析の結果は、固有値 = 3.89 [64.80%]、





ト影響戦術（たとえば、Yukl & Falbe, 1990）の
コミュニケーション、相互作用的公正（たとえ
ば、Bies & Moag, 1986）、ファシリテーション
（Schwarz, 2002）、変革型リーダーシップの要素
（たとえば、Bass, 2008）、リーダーのエンパシー
（Mahsud, Yukl, & Prussia, 2010：ただし、著者
らは、Wong & Law [2002] の感情知能  4 項目を
このスキルとして利用した）のスキル、傾聴や記
号化のスキルなどのコミュニケーションコンピテ































だろう。なお、Null モデルの ICC( 級内相関 ) は、
0.196(u0) ／ (0.196 ＋ 8.770)=0.010,χ2 ＝ 24.261, p 
= 0.231 で、規模と LCS を投入したモデルの ICC
が、0.182(u0) ／（0.182 ＋ 15.452）= 0.012, χ2 ＝


























入しなかった。しかし、属性 ( 性別と年齢 ) とケ
アの質認識との関係は統計的に有意でなく、ほぼ




れぞれ 0.141 と 0.053 で、真の施設間分散が占
める割合は非常に低いものの、Raudenbush & 
Bryk (2002) の基準である 0.05 を超えていたた
め、変量効果を仮定して解釈することに意味は
ある。結果は表１のとおりである。まず、変量
効果に関しては、切片分散成分（u0) も LCS 分散














　固定効果に関しては、集団 ( 施設 ) の全体的な
切片の主効果（γ00）と集団レベルの LCS 施設平
均の主効果（γ02）が認められた（それぞれ、t [18] 
= 92.20, p < 0.001; t [18] = 3.67, p < 0.01）。しか
し、施設規模の主効果（γ01）は認められなかった。
一方、個人レベルの LCS の主効果（γ10）は認め














結果（Paulin & Griffin, 2016) のいずれとも合致
しない。規模がその効果には影響していないと示
















と LCS 分散成分 u1 が、ともに有意でなかった）。
したがって、自分の施設のケアの質の認識に対す
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